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第１．推定交通量 

一般国道１５８号（中部縦貫自動車道（安房峠道路））の年度別推定交通量は別表１のとおりである。 
 
 
第２．推定交通量算出の基礎 

１．推定方法の概要 

当該路線の実績交通量の推移及び国土交通省が算出した将来交通需要推計値を用いて、推定交通量を算出した。 
 
２．推定交通量の算定 

平成１８年度から平成２２年度については、実績交通量及びその伸び率を考慮して算定した。 
  平成２３年度以降については、前年度の交通量に、「関東内陸部及び東海部の将来交通需要推計値（平成１５年１１月
国土交通省算定）」の変化率を乗じることにより算定。 

 
 
第３．推定交通量算出のための設定条件 

１．基礎データ 

（１）将来自動車交通需要 

「全国将来交通需要推計（平成１５年１１月国土交通省算定）」のうち、関東内陸部及び東海部を使用。 

年  度 Ｈ１２ Ｈ２２ Ｈ３２ Ｈ４２ Ｈ５２ Ｈ６２ 

関東内陸部 走行台キロ 
（億台キロ／年） 

824 896 940 938 902 869 

東海部 走行台キロ 
（億台キロ／年） 

1,041 1,012 1,061 1,058 1,018 982 



 （２）割引による料金弾性値 
     「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律（昭和 33 年法律第 34 号）」に基づく高速道路利便増

進事業に係る割引については割引内容に応じて料金弾性値を０～０．１に設定した。 
 



別表１ 一般国道１５８号（中部縦貫自動車道（安房峠道路））の年度別推定交通量 
 

年 度 
交通量 

（百万台キロ） 
年 度 

交通量 
（百万台キロ） 

平成１８年度 5.3 平成３４年度 4.4 

平成１９年度 5.0 平成３５年度 4.4 

平成２０年度 4.7 平成３６年度 4.4 

平成２１年度 4.5 平成３７年度 4.4 

平成２２年度 4.2 平成３８年度 4.4 

平成２３年度 4.2 平成３９年度 4.4 

平成２４年度 4.2 平成４０年度 4.4 

平成２５年度 4.3 平成４１年度 4.4 

平成２６年度 4.3 平成４２年度 4.4 

平成２７年度 4.3 平成４３年度 4.3 

平成２８年度 4.3 平成４４年度 4.3 

平成２９年度 4.3 平成４５年度 4.3 

平成３０年度 4.3 平成４６年度 4.3 

平成３１年度 4.4 平成４７年度 4.3 

平成３２年度 4.4 平成４８年度 4.3 

平成３３年度 4.4 平成４９年度 2.9 

 
 


